
ものづくりデザインアドバイス事業

デザ inＯＫＡＹＡＭＡ  ＭＯＮＯプロジェクト

ものづくり中小企業の商品開発や既存商品の高付加価値化をデザインで応援します！

対象企業募集

主催：岡山県・( 公財 ) 岡山県産業振興財団



「デザ in OKAYAMA MONOプロジェクト」とは

アドバイス内容

条件・対象企業の決定

実施内容・進め方

趣旨・目的

「ものづくりデザインアドバイス事業」対象企業募集のご案内

ものづくり中小企業を対象に、新商品開発や、既存商品の高
付加価値化に向けて、デザインの視点からアドバイスをしま
す。企業の各事案に最適な専門家（デザイナー）が、各企業の
ニーズや課題によって、デザインに関した助言・サポートを行
います。
ものづくり中小企業の皆様のデザイン活用のステップとして
ご検討ください。
※ご希望によってアドバイスと併せて、実際にデザイン作成まで進めていただ
くことも可能です。（デザイン作成まで実施すると、基本的に自己負担が必要と
なります。）

※資本金基準(３億円以下)と従業員基準（300人以下）のどちらか一方を満た
せば中小企業となります。

※（参考）デザイン料の目安
（あくまで目安です。個々の案件やデザイナーによって見積もりは変わります。）

　・工業（プロダクト）デザイン：400,000円 ～ 金額は様々です
　・簡易な工業（プロダクト）デザイン（一部の雑貨等）：300,000円～400,000円
　・グラフィック・パッケージ等：200,000円～400,000円

○新商品開発のためのデザイン
○既存商品の高付加価値化のためのデザイン

アドバイス期間

平成３０年１月～３月

対 象
岡山県内に事業所があり、製造業を引き続き１年以上営む
※中小企業で、商品開発に意欲があり、２０１８年３月まで
に一定の成果が完成させられる事業者。

募集企業数

お申込み先・お問い合わせ

５社程度 ※予算の範囲内で決定しますので変更となることがあります。

本事業における費用負担
デザイナーの派遣・アドバイスにかかる費用等として、予算
の範囲内で、6万円～12万円程度（実施内容、申込数等によ
って異なります。）を主催者が負担します。またデザイナーの
旅費については規程に基づき実費相当額を主催者が負担
します。(上限額 15,000円程度)

お申込み方法・締切
申込書に必要事項をご記入の上、下記申込先あてファックス、
メール、または郵送にて平成２９年１０月２０日(金)までに
お申込みください。
※申込書作成にあたって、ご不明なことや実施内容・予算等に
ついて相談したいことがありましたら、下記問い合わせ先まで
お気軽にご連絡ください。

○デザイナーの派遣等によって、デザイン面でのアドバイスが受けられ
ます。基本的に専門家（デザイナー）によるアドバイスのみとなります。

（デザイナー派遣の場合、派遣回数は１～２回となります）
○２名のデザイナーから多角的なアドバイス・指導が受けることもでき
ます。

（デザイン作成や試作品作成は原則として含みません。提案内容もデザ
イナーの協力可能な範囲となります。）

○アドバイスとともに、具体的なデザイン作成までしていただきます。
（追加となるデザイン料、及び試作品の制作に係る経費等は別途ご負

担願います。）
○２人のデザイナーからデザイン案の提案を受け、そのいずれかを選
んで、デザイン作成を進めていただくこともできます。
○デザイン作成をどこまで実施するかは（例：コンセプトづくりまで、デ
ザインの簡単なイメージ図づくりまで、デザインのデータ化まで、試作
品づくりまで 等）は、予算やご希望に応じて相談に応じます。各企業の
皆様のニーズや現状によって、目標をそれぞれ設定してサポートさせて
いただきます。

①アドバイス

大きく次の２パターンとなります。

②アドバイス＋デザイン作成（原則として自己負担有）

〒701-1221 
岡山県岡山市北区芳賀5301（テクノサポート岡山）
公益財団法人岡山県産業振興財団 
　　　　ものづくり支援部　担当：安原
ＴＥＬ　０８６－２８６－９６５１
ＦＡＸ　０８６－２８６－９６７６
 E-Mail:　sangaku@optic.or.jp

提出のあった書類（申込書）をもとに決定します。必要に応じ
てヒアリング調査を行います。申込み多数の場合は、予算、
商品開発意欲、実現の可能性等を総合的に勘案の上、対象
企業を決定します。

○開発意欲
選考にあたっては本事業でのアドバイス・提案を、実際に製
品開発や試作品開発等によって実現させる開発意欲がある
事業所を優先します。必要な経費（デザイン料や試作品開発
費用）を自社で御負担していただき、開発しようという意欲
のある事業所を優先します。

○対象となるデザイン分野・企業
デザイン分野は工業(プロダクト)デザインを対象の中心とし
ます。また、精密生産技術を活用したものづくり企業、または
その周辺技術を有する企業を優先します。
ただし、要望内容・数や予算に応じて、パッケージやロゴ等
のデザインも可能とします。

○本事業で得られたアドバイス・成果等については、整理し
た上で、本県ものづくり企業のデザイン活用を推進するた
め、公開させていただきます。
※取得中の特許などの知的財産や特別な理由がある場合
は事前にご相談ください。

デザイナーのマッチング

提出のあった申込書を基に、申込企業ごとに「ヒアリングシ
ート」を作成し、ホームページ等に掲載・公開し協力デザイナ
ーを公募します。その中で、専門家からの助言等も参考にし
ていただきながら、デザイナーのプロフィール・作例等を基
に、当該申込企業の皆様に担当デザイナーを決定していた
だきます。（平成２９年１２月頃）

デザ inOKAYAMA  MONO プロジェクト

デザインの専門家（デザイナー）が新商品開発や既存商品の高付加価値化などに、デザインの視点からアドバイスい

たします。アイデアの発想や商品開発につながるヒントなどを、デザインの視点で助言・サポートします。

現在、この「ものづくりデザインアドバイス事業」への参加企業を募集しています。この機会にデザインの活用をご検

討いただけましたら幸いです。

デザインの導入により、岡山県内ものづくり企業の製品の高付加価

値化や差別化、ブランド力の向上を促進するとともに、企業とデザイ

ナー双方の創造性を生かして、岡山県の優れたものづくり県として

の新たなイメージの創出を図っていきます。

県内ものづくり企業の皆様にとっては、デザインの意義やその活用

について理解を深めていただきながら、既存製品の高付加価値化

や、新製品開発につながる一助としていただきます。
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